
おおいた LSI クラスター（約150社）
2005年から半導体専門能⼒リスキリングを継続実施

専門科目の社会人リスキリング実践知に富む

TSMC（台湾の半導体製造大手）
九州熊本県に進出 総投資額３兆円

九州経済に２０兆円の経済効果と予測
影響

事業の概念図事業の概念図
令和３年度「DX等成⻑分野を中⼼とした就職・転職⽀援のためのリカレント教育推進事業」企画提案書（Ⅰ︓DXリテラシー）(P1)令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P1) 様式３（別紙１）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

事業の概念図 （① 目的）
令和３年度に設⽴した大分県内の全ての⾼等教育機関と産官⾦で構成する「おおいた地域連携プラットフォーム(ORCP)」を県域のリカレント教
育を推進するためのプラットフォームとして機能できるように再構築する。令和５年度は、本事業のフェーズ１として、全県でのリカレント教育
推進のための、ニーズ調査、プログラム開発、コンテンツの収集、広報・周知に取組んだ。令和６年度からはフェーズ２として、フェーズ１の取
組によるプラットフォーム機能を継続し充実させるともに、新たに、評価手法の確⽴や、⼈材育成が喫緊の課題となっている産業分野（特に半導
体関連産業）においてリカレント教育を推進するための環境整備や経営者のリカレント教育受講などの取組を始める。フェーズ１の取組を継続・
充実するとともに、フェーズ２の新たな取組を通じて、TSMCの九州進出など環境変化による⼈材育成の地域ニーズに対応できるよう、大分県域
でのリカレント教育を推進し、地域経済の活性化に寄与する「学びの好循環」を目指す。

R5年度補正予算事業の当初目的

「学びの循環」の継続で大分の活性化に寄与

大分大学・
協⼒大学など

企業、経済団体
地方公共団体、

⾦融機関

大学・短大・⾼専 １２機関
国機関（大分労働局） １機関
大分県、県内市町村等 ２２団体
経済団体 ６団体
連携企業 １6社
⾦融機関 ６⾏
（2025年2月7日現在）

プラットフォーム加盟の63組織

【略称︓ORCP】

⼈材育成が急がれる産業分
野（半導体関連等）の実践
知を活かしたリカレント教
育プログラムの構築

・既存のプラットフォームを活用したニーズ調査、コンテンツ収集、
広報・周知

・専門性の⾼いリカレント教育だけではなく、汎用⼒を
⾼めることを目指したおおいた共創⼠マイスター認証制度の構築

・産学官⾦連携を活用したリカレント教育ワーキンググループの設置

令和４年度採択時の審査評価を活かした令和5年度の取組

キャリアアップや採用、企業課
題の解決など、修了者のその後
をフォローアップ（⾃治体や⾦
融機関の協⼒）

学修の深化を目指し、
大学院等への社会⼈入
学の動機づけに

デジタルバッジなど履修証明の発⾏と、おおいた共創⼠マイ
スターの認証、リカレント教育による企業業績の向上を共有

リカレント教育における
好事例の共有などを通じ
て、更なる履修者の喚起

「学び」
の好循環

プラットフォームの枠組
みを活用し、企業の⼈材
ニーズ、経営者層の教育
プログラムニーズを調査



事業の概念図事業の概念図 （② 体制）
令和３年度「DX等成⻑分野を中⼼とした就職・転職⽀援のためのリカレント教育推進事業」企画提案書（Ⅰ︓DXリテラシー）(P2)令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P2) 様式３（別紙１）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

「おおいた地域連携プラットフォームORCP」、その「協働事務局」と「大分大学地域連携プラットフォーム推進機構」との関係を下図に示している。
社会⼈リカレントは、大分大学内の協働事務局が用意した案をORCPのリカレント教育プログラムワーキンググループで吟味、修正した。次いで、
ORCPのリカレント教育プログラム開発部会、事業推進本部等で了承後、大分大学内の⼀連の関係部署の了承を得て教育プログラムを実施した。大分大
学地域連携プラットフォーム推進機構のリカレント教育担当コーディネーターを軸にしてORCP協働事務局が後方⽀援した。履修証明・認証、デジタル
バッジについて、協働事務局が案を作成し、ORCPのワーキンググループ、教育プログラム開発部会、事業推進本部が了承した。

ORCPの運営資⾦として事務局員の⼈件
費の⼀部を大分大学（学⻑戦略経費）が負
担している。リカレント教育プログラムを
将来的に⾃走可能なように、フェーズ2の
今年度は受講料を設定した（マイスター
コース3万円/⼈、トライアルコース5千円/
⼈）。また、ＴＳＭＣの九州進出を受け刺
激を受けている「おおいたLSIクラス
ター」と連携し、教育プログラムの質の視
点からリカレント教育を検討し、経営者意
向調査やプログラムの改善点を探った。

〇エコシステムを円滑に循環させるための取組概念図

フェーズ１〜フェーズ2



事業の概念図事業の概念図 （③-1 リカレント教育プログラム）
令和３年度「DX等成⻑分野を中⼼とした就職・転職⽀援のためのリカレント教育推進事業」企画提案書（Ⅰ︓DXリテラシー）(P3)令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P3) 様式３（別紙１）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

フェーズ１〜フェーズ2
〇教育プログラム（マイスターコース）の概念図



事業の概念図 （③-2 リカレント教育プログラム）

令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P4) 様式３（別紙１）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

〇教育プログラム（マイスターコース）の概念図

フェーズ１〜フェーズ2



プラットフォームの概要 （① 体制と企画）

令和２年度「就職・転職⽀援のための大学リカレント教育推進事業（就職・転職⽀援のためのリカレント教育プログラムの開発・実施）」企画提案書（a︓求職⽀援）(P5)令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P5) 様式３（別紙１）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

おおいた地域連携プラットフォーム協働事務局は、2024年度に「32」の事業を実施した。これら企画は、産官学が各々代表を務める
３部会で決定し成果の評価を⾏っている。産官学の各々に主体性を持ってもらう体制にしていることが体制のこだわり点である。

本事業
はココ

フェーズ１〜フェーズ2



プラットフォームの概要 （② 規模）

令和２年度「就職・転職⽀援のための大学リカレント教育推進事業（就職・転職⽀援のためのリカレント教育プログラムの開発・実施）」企画提案書（a︓求職⽀援）(P6)令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P6) 様式３（別紙１）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

おおいた地域連携プラットフォームは、大分大学地域連携プラットフォーム推進機構が協働事務局として企画⽴案、討論の場の調整、
企画実施とその評価と広報を⾏っている。その規模を構成員とプラットフォーム全企画の活動資⾦として下記にまとめている。

事業を協働する63組織（ORCP加盟機関 2024/7月末現在）
4年制大学（5）︓大分大学、日本⽂理大学、別府大学、⽴命
館アジア太平洋大学、大分県⽴看護科学大学⾼等教

育機関
(12)

短大（5）︓大分県⽴芸術⽂化短期大学、大分短期大学、東
九州短期大学、別府溝部学園短期大学、別府大学短期大学部
大分工業⾼等専門学校、放送大学大分学習センター

地方自治体（22）︓大分県、大分市、別府市、中津市、日田
市、佐伯市、臼杵市、津久⾒市、竹田市、豊後⾼田市、杵築
市、宇佐市、豊後大野市、由布市、国東市、姫島村、日出町、
九重町、玖珠町、大分県教育委員会、大分県産業創造機構、
大分県⽴工科短期大学校

公共団
体(23)

国機関（1）︓大分労働局
大分県商工会議所連合会 大分県商工会連合会 大分県中小
企業団体中央会 大分県経営者協会 大分経済同友会 大分
県中小企業同友会

経済団
体(6)

（株）オーイーシー、大分交通（株）、（有）大分合同新聞
社、（株）大分放送、（株）オーシー、九州電⼒（株）大分
⽀店、三和酒類（株）、社会福祉法⼈新友会、（株）地域科
学研究所、（株）テレビ大分、東京海上日動火災保険（株）
大分⽀店、（株）トキハ、（株）豊後企画集団、柳井電機工
業（株）、(株)佐伯コミュニケーションズ、（公財）ハイ
パーネットワーク社会研究所

連携企
業等
(14)

（株）大分銀⾏、大分県信用組合、大分信用⾦庫、大分みら
い信用⾦庫、日本政策⾦融公庫大分⽀店、（株）豊和銀⾏

⾦融機
関(6)

• 本年度のリカレント企画は、大分大学、日本⽂理大学、別府大
学がリカレント科目を制作し提供している。

• 運営資⾦は、設⽴時直前の2020年度から増加している。しかし、
大学拠出⾦の負担が、⼀部大学に偏っている。

フェーズ１〜フェーズ2



プラットフォームの概要 （③ 注力点）

令和２年度「就職・転職⽀援のための大学リカレント教育推進事業（就職・転職⽀援のためのリカレント教育プログラムの開発・実施）」企画提案書（a︓求職⽀援）(P7)令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P7) 様式３（別紙１）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

協働事務局（大分大学地域連携プラットフォーム推進機構内）は、下記 01〜04 に注⼒してプラットフォーム全ての活動を展開
している。社会⼈リカレント教育は、担当のコーディネーターに加え、他の構成員も事務管理、広報、会議、講義⽀援、シンポジウ
ム開催などをサポートしている。多様な経歴を持つ構成員の能⼒を銀⾏経験者のリーダーが管理している。

フェーズ１〜フェーズ2



令和３年度「DX等成⻑分野を中⼼とした就職・転職⽀援のためのリカレント教育推進事業」企画提案書（Ⅰ︓DXリテラシー）(P8)令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P8) 様式３（別紙１）

地域の人材育成ニーズと教育資源のマッチング （① 概要）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

フェーズ１〜フェーズ2

リカレント教育プログラムの2023年時点（AI ブーム直前期）での「ニーズ調査結果」

1. 2023年度で取組んだこと
リカレント教育ニーズ調査

1. 地域活性化のための専門的スキル
としてどのようなスキルの修得・向上
を期待するか︖

2. 汎用的・専門的スキルとしてどの
ようなスキルの修得・向上を期待する
か︖

ニーズ調査で設定したプログラムの実施

2. 2024年度企画の推進
1. オンデマンド講座

・汎用的能⼒科目（Schoo社）
・専門導入科目（大学教員制作）

2. リーダー育成科目
・根幹的な⼈間⼒（対面講義）

（時代が変わっても、組織が変わって
も不可⽋な普遍的能⼒）

OODA ループ/情報収集・分析

3. 2024年度の考察
問い︓社会人リカレント教育について、”人
的資本経営”の考えを中小企業に普及させる
には︖
1.  LSIクラスター会員組織の経営者へのアン
ケート（28ページ、2024秋実施）
2. リカレント教育の「⾏動指針案」を作成
するため、LSIクラスター会員組織の経営者へ
アンケートを実施する予定（29ページ、2025
実施）

2023年度に実施したリカレント教育調査の内容（下図の左端）を踏まえて、今年度のプログラム内容（下図の中央）を開始した。この実施と並⾏
して、 2024年は爆発的に”AI 活用”が社会的に急速に拡大し、さらに、2023年度から上場企業に対して義務付けられた”⼈的資本経営データの開示”
に対する議論も全国の大手企業の組織運営者で活発に話し合われている。このような企業を取り巻く社会が激変している時期に、PDCAサイクルで期
初に計画したプログラムを実施しながら、当初企画の限界について多角的な視点から情報収集と分析を⾏った。それを踏まえ、今年度の後半から、
OODAループ（Observe, Orient, Decide, Act）で地域⼈材ニーズとのマッチングを取ろうとした（下図の右端）。このように、社会の変化を追跡
しながらマッチングを発展的実施した。「地域の⼈財ニーズと教育資源のマッチング」項目については、次項以降に下図の1〜3の順で示す。
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問 汎用的なスキルとしてどのようなスキルの修

得・向上を期待しますか。（○はいくつでも）

• 汎用的なスキルのオンデマンド講座は、Schoo社講座を用いた。
• 専門的なスキルのオンデマンド講座は、大分大学と協⼒大学の教員作成の講座を⾚点線で囲んだ内容で用意した。
• これら２種のオンデマンド講座は、大分大学のLMS（Learning 管理システム: Moodle）で制御した。
• 対面PBL（マイスターコース）では「リーダー育成」に焦点を絞った。

令和５年度ニーズ調査「県内企業のリカレント教育に関するアンケート」結果（抜粋）︓本事業の事業計画書に記載した事項
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地域の人材育成ニーズと教育資源のマッチング （②-1 ）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

大分県の活性化に寄与する専門的なスキ
ルとしてどのようなスキルの修得・向上
を期待しますか。（○はいくつでも）

令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P9) 様式３（別紙１）
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問 専門的なスキルとしてどのようなスキルの修得・向上を期待しますか。（○はいくつでも）

アンケート結果上位１０科目程度の中から⾚⾊で表示した内容を含むオンデマンド講座（専門導入科目）を大学教養課程レベルの内容として大分大
学と協⼒大学で制作した。

1. 2023年度に取組んだこと（2ページ前の図左端）その2地域の人材育成ニーズと教育資源のマッチング （②-2 ）

令和５年度ニーズ調査「県内企業のリカレント教育に関するアンケート」結果（抜粋）︓本事業の事業計画書に記載した事項

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P10) 様式３（別紙１）



地域産業代表としてヒアリング実施
おおいたLSIクラスター（約150社加盟）

（2005年から半導体専門分野のリスキリングを継続している）

• 「リカレントの風土」を持つ企業がそもそも少ない。
• 社員28名の声（下記のアンケート分析）から、仕事をしてい

る中での「学びの方法」は、オンデマンド方式を95%が望ん
でいる。さらに、リカレント教育自身に興味を持つ社員が
68%と過半数を超えている。

• プログラミング、物理、AIが、学びたい分野として顕著。

図 （③リカレント教育プログラム）

地域の人材育成ニーズと教育資源のマッチング （②-3 ）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学
事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラ

ットフォーム構築⽀援事業」

令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P11) 様式３（別紙１）

仮定 ：
県内中小企業の多くは、「学び直し

の経験」が少ない。そもそも、その風
土が乏しい組織が多い。

本事業では、次の2段階の育成プログラムを共存させた

対策
「軽い」育成プログラム体験を
着手点とする導入策が有用。

トライアルコース

最短4時間程度で終了

マイスターコース
経営幹部候補育成

誘導

LSIクラスター従業員の希望 n = 58

マ
ッ
チ
し
て
い
る



地域の人材育成ニーズと教育資源のマッチング （③ 教育コンテンツ）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P12) 様式３（別紙１）

2023年度の教育コンテンツに関するアンケート結果を踏まえ、左記のコ
ンテンツを含むオンデマンド講座を学習管理システム LMS 上に2024年8
月末までに設定した。

具体的には、専門導入科目として、５科目（経営、会計、AI、地域ブラ
ンドと建築、知財財産）に関する内容を大学教員が用意した。汎用的能⼒科
目は、Schoo社コンテンツを予備調査し、経営者にも推奨する2講座と、下
記の29講座を用意した。

LMS(Moodle)画面でのオンデマンド科
目⼀覧

Schoo社LMS画面での汎用的能⼒のオンデマンド科目⼀覧

経営学入門

情報技術
から AI

汎用的能⼒
科目

知的財産論

会計学入門

地域のブランド
創造

オンラインお
しゃべりカフェ



地域の人材育成ニーズと教育資源のマッチング （④ オンデマンド講座の設定）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P13) 様式３（別紙１）

受講者は、次の手順でオ
ンデマンド受講を⾏うよう
に設定した︓

① 大分大学のMoodle 
(LMS)にWeb入室。

② 専門導入科目は、
Moodleに直接アップ
ロードされている講座を
受講（CBT試験有）。

③ 汎用的能⼒科目は、
Schoo社LMSに入室し、
受講。受講後にレポート
をMoodleにアップロー
ドする。

マイスターコース︓45時間
前後のオンデマンド受講

トライアルコース︓4時間
以上のオンデマンド受講



地域の人材育成ニーズと教育資源のマッチング （⑤ 対面グループワークの設定）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P14) 様式３（別紙１）

対面活動の特徴は、下記
とした。

① 価値につながる「問い」
をチームで設定する修羅
場（越境）経験。

② 他組織の役職者による伴
走⽀援（13名の受講申
込者に対して9名の伴走
者を設定）。

③ 受講者には「学び」、組
織には「学び⽀援」のデ
ジタル認証の発⾏

オンデマンド科目45時間相当を修了したマイスターコース受講者は、2024年11月から対面活動の準備に入り、12月からグルー
プワークを実施した（下記の模式図）。⾦融機関と⾏政役職者の伴走者などによる厳格な評価後、評価選考会議と認証会議の⼆段
階を経て「おおいた共創⼠マイスター（デジタルバッジ）」の発⾏となるように設定した。



地域の人材育成ニーズと教育資源のマッチング （⑥ 育成の考え方）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P15) 様式３（別紙１）

2020年代に入り世界的に「⼈的資本経営」の実施とそのデータ開示の動きが広まり、日本でも2023年から上場企業にその開示が求め
られている。「⼈の学びにより組織にインパクトを与える」ことである⼈的資本経営は、企業規模の大小に関わらず組織業績を伸ばそう
とする経営者には必須の考え方である。これは、大分の中小企業でも適用されるべきと本事業では考え、下記のリカレント教育理念を設
けた。



地域の人材育成ニーズと教育資源のマッチング （⑦ 育成する対象層）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応え
る産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P16) 様式３（別紙１）

育成する社会⼈を考える際に下記の「職階に求められる学習段階」を今回は用いた。マイスターコースは、適度な専門能⼒に加
え、コア能⼒（⼈間⼒ Human Skill）を対面で育成重視点とした。トライアルコースは、「学び」から遠ざかっている方が「学び
の喜び」を体験してもらうことを目的とした。

学習段階必要な能⼒役割役職

身の⼀部と
なった定型
スキルを無
意識で⾃在
に組み合わ
せその場に
応じた動き
ができる。

何を身に着
けるのか⾃
ら求める

ある定型で
は限界があ
ることを知
る

必要な
定型を身に
着ける

離
Re-
Learning

破
Un-
Learning

守
Learning

• 管理職がやらない仕事をやる
• 組織間の⼈脈構築と未来動向の予測
• ⾃組織を時間軸から眺めた将来の位置付
• 組織全体への情熱を持って経営理念を具体

的⿎動を例示しながら伝達

社⻑
取締
役

Leader
（オー
ナー）

執
⾏
部

• 幅広い視野から戦略と方針ベクトルを決定
• 変革に対し社内外の資産の組み合わせを計

画と調整
• 根幹的な解決に向けて仕組み、体制の構築

部⻑Manager
（監督）

中
間
管
理
職

• 実質的な課題と目標の設定
• 課題解決に向け部下の動機づけと実施
• 組織でやることミッションと目標の達成

課⻑
副課
⻑

Playing 
Manager

（キャプ
テン）

• 組織目標に向けた具体的な障壁を言語化し、
解決

• 組織の活性化へのリーダー活動
• 組織目標達成へ活動する

係⻑

• 組織目標解決の⾏動
• 業務改善と効率化提言と実施
• 後進の指導、フィードバック
• 職場の円滑化・活性化

中堅
Player

（選手） • 職場目標への貢献活動
• 決定されたPDCAの実践
• 業務能⼒の向上
• 関係者との円滑やコミュニケーション

若手

コア能⼒/⼈間⼒（不易）
いかなる組織・時代・場所でも、
再現性を持って成果を生み出す
ための⼒

専門能⼒（流⾏）
数年で更新が必要な、時代
が求める先端スキル

今回のマイスターコー
スの育成目標レベル

現状

次を加筆・改変︓成果をつくるミドルマネジメントの育成方法、常務取締
役 吉田卓、LEADCREATE, セミナー、2024/09/26, 15:00 – 16:10.



地域の人材育成ニーズと教育資源のマッチング （⑧ 育成する能力の考え方）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連
携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P17) 様式３（別紙１）

育成するヒトの能⼒を、①時代と共に変化するテクニカルスキルと、②ど
の組織でも、いつの時代でも必須のコア能⼒（Human Skill, 根幹的能⼒）
に分けて考えた。これらの双方が、社会⼈の育成に必要である。対象となる
⼈財の能⼒状態に応じて、どちらの能⼒がより効果的になるかを考えている。
今年度のマイスターコースでは、リーダー予備群の受講者を対象としたため、
コア能⼒を重点的に育成・評価する設計とした。

コア能⼒の中の批判的思考、創造的思考などは、下記の京都大学のグルー
プが提唱している「学習活動の構造」を用いている。オンデマンドだけでは、
他者との言語化の機会が限定され、下記の「内化と外化の往還」やメタ認知
が十分に育成できないため特にグループワーク科目を重要視した。

Technical Skills （不易流行）

Human Skills 根幹的能力（不易流行）
MOR : Middle of  the Road 中庸、時が経ても古くならない

正解の候補を導く
スキル・専門知識・
経験

業界、事業別スキル・テ
クニック、AIなど先端ス
キル など

成果導出

経営知識・
経営管理能力
経営戦略、組織管理、
マーケティング、評価、
人財育成、ダイバーシ
ティ・ハラスメントなどコ
ンプライアンス管理
など

思考力
• 批判的思考
• 創造的思考

各種戦略を構築す
る力、問を設定し、解
決する能力 など

対人力
• 効果的対人力

人を活かす力、各種
戦略を構築する力、
問を設定し、解決す
る能力 など

• 姿勢（前向きさ、自己ヘのメタ認知、誠実さ、胆力、倫理など）

• 成長可能性（哲学などConceptual Skills、のびしろ、気質
逆境経験など）

常
に
更
新
必
要

リ
ス
キ
リ
ン
グ
対
応

アウトプット
評価

能
力
評
価

能力階層モデルと評価

曖昧な中でも「実現に向けて動かせる力」

元京都大学教授︓溝上愼⼀（アクティブラーニング）
京都大学教授︓松下佳代（ディープ・アクティブラーニング）

（ミネルバ大学の教育研究）



地域の人材育成ニーズと教育資源のマッチング （⑨ 実施結果の考察）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を
通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P18) 様式３（別紙１）

マイスターコース受講者のアンケート結果の一部（2025/02/17）

マイスターコース対面PBL活動
数値評価データ

• ルーブリックで数値評価
• 評価者12名
• 評価選考会議と認証会議で審議

70 %  とても深い経験をした
30 %  あった
0   %  あったが浅かった
0   %  その経験が全く無かった

「ワクワク」感を
覚えることが今回
の受講の取組であ
りましたか。

30 %  リカレントを⼈的資本経営に活かす明⽂化された指針
が組織に存在する

50 % 人的資本経営に関する指針はあるが、リカレントに関
して表記されていない

20 % 人的資本経営そのものが所属組織の経営方針に記載さ
れていない

所属組織は、人的
資本経営の視点か
ら社員個⼈へのリ
カレントを活かす
方針を決めていま
すか。

40 % 内容と質を現在以上に深くして継続すべきである

60 % 非常に貴重な異業種のチーム対話活動なので継続す
べきである

0   % 社会⼈リカレントとして⼀定の効果がある。可能で
あれば継続した方が良い

0   % リカレントとして有効だとは思えない

対面でのグループ
ワーク科目の継続
意義についてどの
ようにお考えにな
りますか。

• 対面での対話的・主体的な異業種交流（越境・共創・修羅場）経験は、
受講者に、その参加した体験を「学び」の場として効果的に提供して
いる。

• 社会⼈リカレントにおいて、対面でのPBL活動の継続が求められている。
• 所属組織における「社会⼈リカレントと⼈的資本経営」関係の認識は

十分ではない。



地域の人材育成ニーズと教育資源のマッチング （⑩ 伴走者の導入）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P19) 様式３（別紙１）

伴走者
（金融機関）

伴走者
（行政機関）

大学教員1. ⾃社の課題持ち寄り

2. “課題”を協議で設定

3. ⾃社以外のリーダー候
補者と協働して「解決
案」を提示する

4. チーム作成の解決案を
自社の課題に適合させ、
⾃社で上司に説明

5. 「まなび」活動の評価

課題の障壁が⾼い場合のアフターフォロー体制として（課題解決相談
窓⼝）地場⾦融機関の相談窓⼝利用。例︓大分銀⾏「ビジカム」活用

異業種の受講者がチームとして課題解決型のグループワークを⾏う場合、
円滑に対話を回す必要がある。「がんばれよ」だけでは頑張れないと考え、
未来に向けての⾏動変容につなげてもらうために、本年度は、⾦融機関5名
と⾏政機関4名の役職者を伴走者（評価者も兼ねる）として配置した。伴走
者には、①こころの応援、②何をすれば良いかの応援、③フィードバック応
援、④壁打ち相手としてモヤモヤした思いを語るうちにハッキリするなどの
効果をもたらすことを依頼した。

受講生の熱い思いに触れたことで、初めてスーツ
を着用し徽章を付けて出社した２０年前を思い出せ
たような気がします。受講生の皆様は、情熱をなく
さないでほしいと思っています。情熱はそのままに、
ラテラルに、そして、クリティカルに考える⼒をこ
れからも養ってください。

伴走者から受講者
へのエール



地域の人材育成ニーズと教育資源のマッチング （⑪ 実施結果の考察）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P20) 様式３（別紙１）

個⼈の課題 社会の課題

アファーマ
ティブ

ビジネス

ソーシャル
ビジネス

クリティカル
ビジネス

• 投資家、顧客、取引先、社員など
のステークホルターの"欲・価値観
"を肯定する（顧客第⼀）。

• 投資家、顧客、取引先、社員などのステークホルターの"欲・価
値観"を否定的に考察する。

• これまでと異なる代替案を出すことを通じて社会に価値観の更新
を起こさせることを目指す。

• 運動を開始する時点では必ずしも多数派の了解が取れていない社
会課題に取り組む。

• 既に多数派のコンセンサスが
取れた社会課題に取り組む

例︓Fair Phone 社（オランダ）: 
「スマートフォンを修理できる権利」を消費
者へ

多くのスマートフォンは壊れたら使い捨てら
れ、カーボンフットプリントで地球に悪影響
を与えている。新機種を購入するように誘導
するビジネスに誘惑させられている。

Fair Phone社は、販売する時から「壊れるこ
とを前提として、消費者が修理可能なスマー
トフォンを販売する」

このビジネスを通じて、SDGs社会運動を展開。

おおいた共創士マイスター認証者

クリティカル・ビジネスの提案となっている

多くの社会⼈リカレント教育は、こ
ちらのビジネスを暗黙の前提として

対象としているのではないか︖

共通理解
とれていない

共通理解
とれている



令和３年度「DX等成⻑分野を中⼼とした就職・転職⽀援のためのリカレント教育推進事業」企画提案書（Ⅰ︓DXリテラシー）(P21)令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P21) 様式３（別紙１）

教育プログラムの適切な評価方法・体制の整備（① マイスターコース 評価の考え方）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

フェーズ２

マイスターコースに関与した企業など組織に対する「教育プログラムの有用性が判る」評価方法の構築について

マイスターコース科目の評価方法のポイント

• 受講後のレポートの大学のLMS(Moodle)への
提出

• 教育担当者が提出レポートを評価し、その結
果を企業経営者層がLMS上で確認可能とした。

オンデマンド講
座（Schoo社の汎
用的能力科目）

1講座15時間相当分の動画を、LMS上で、１時間
毎にCBT（Computer-Based Testing）を設け、
CBT全問が正解の場合にLMS（Moodle）から自動
的に受講証明が発行される仕組みとした。

オンデマンド講
座（大学教員制
作の専門導入科
目）

• 客観的な数値評価のためにルーブリック型の
評価表（右図１）を構築した。

• 異なる組織の複数の評価者による評価を実施。
• 金融機関と行政機関の役職者がグループワー

クの伴走者として支援する中で１人の受講者
を6人の評価者が評価する体制とした。

• ルーブリック評価は、①個人評価とチーム評
価、②リーダーとしての不適格特性、③評価
者の組織に欲しい人財か否かなど多角的視点
（右表 0～5）を数値化とした。

対面PBLグループ
ワーク（対話
的・主体的・共
創・越境・修羅
場経験）

0. ボトムライン項目（個人評価⓪）：
リーダー候補として最低限必要な特性。

１. 取組み姿勢の評価（個人評価①）：仲間と⾃分の双⽅を成⻑
させ、チームとして成果を生むために協働作業にのめりこんだ取
組（engage）を行ったのか。

２.最終成果発表の評価（チーム評価②）：評価者が、その場で
腹落ちして速やかに行動に移すレベル（社会・企業価値の創出）
の提案になっているのか。

３. チームの課題形成における葛藤（修羅場）の乗り越え方
（チーム評価③）：異なる「問い」を持った受講者がチームと
なり、対話により、価値が⾼い「チーム課題」を設定し、解決案
を提示するには葛藤（修羅場）経験を経る必要がある。越境した
場での葛藤の壁を克服する過程をチームとして評価する。

４. Human Skills の数値評価（個人評価④）
・批判的思考 ・創造的思考 ・効果的対人力

５.評価者からの推薦： 「自組織にほしい程の人財」か？

対面PBLグループワークの多面的な評価視点
マイスターコースの教育プログラムは、「共鳴でチーム成果を生む

リーダー育成（おおいた共創⼠マイスター認証︓デジタルバッジ）」を
目的として、①第⼀段階のオンデマンド講座（Schoo社の汎用的能⼒科
目と大学教員制作の専門導入科目）４５時間程ほどの受講と、②第⼆段
階の対面PBL型グループワーク科目（4日間の大学での活動、事前事後の
学習・活動等）を構築した。



令和３年度「DX等成⻑分野を中⼼とした就職・転職⽀援のためのリカレント教育推進事業」企画提案書（Ⅰ︓DXリテラシー）(P22)令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P22) 様式３（別紙１）

教育プログラムの適切な評価方法・体制の整備（②-1 マイスターコース数値評価ルーブリック）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

フェーズ２

最終回の成果発表 1/29 用評価者名（所属）

0. ボトムライン項目 （個人評価⓪）受講者氏名チームとして高いアウトプット効果を誘導できる個人の根幹的能
力（Human Skills）と、標準的なテクニカルスキルを併せ持ち、
将来の組織の経営陣候補リストに入る人材。

「おおいた共創士マイ
スター」として育成し
たいリーダー像 該当しない 該当する

最低条件項目のため全て該当しないこと！

次を参考に加筆改変 LEAD CREATE, zoom
セミナー配付資料 2024Oct30 ”「人選力」を高める

ための処方箋”

仲間と自分の双方を成長させ、チームとして成果を生むために協働作業にのめりこんだか。
１. 取組み姿勢 （個人評価 ①）
〇で囲む、重み×１、満点４

チームの「問い➽目的➽解決策」の発表を聴いた評価者が、その場で腹落ちして速やかに
行動に移すレベル（社会・企業価値の創出）の提案になっているのか。数値を〇で囲む

２.最終成果の評価（チーム評価
②） 、重み×８、満点３２

社会倫理、企業倫理から乖
離した言動、行動が目立ち、
一貫性、誠実性も欠如する

倫理観
の欠如

場や相手の感情、真意を全く
理解しようとせず、それに気
づかないため状況認識がで
きない。

感受性
の欠如

言ったことと行いが全く伴わ
ず、周囲に不信感を与える行
動が常に認められる。

言行不
一致

困難な状況になるほど、自分
の優位な立場を確保すること
が優先され、攻撃的になる。

過剰な
自己防

衛

対立状況や困難な課題を避
け、逃げる。それを気づかれ
ないように隠ぺいしようとする。

逃避性

等身以上の自分をひけらかし、
傲慢にふるまう。自分のこと、
自分と同じ側にあると認めた
者にしか関心を示さず、全方
位への配慮が偏る。

自信過
剰・自己

中心

気分に左右されやすく、脈略
もなく周囲に当たったり、激昂
する。

情緒と
行動の
安定性

部下を管理する「徳・誠実さ」
に著しく欠ける。プレイヤーか
ら管理者に昇格した場合、優
秀で成果を出せても「部下を
持つとモンスター上司に豹変
する」恐れが高い。

モンスタ
ー上司
になる
可能性

４ 優３ 良２ 可１ 改善が必要検討項目

1. 対話で明らかにした不足知見
と情報を積極的に補完してい
る

2. 自主的な調査と可視化ができ
る

3. 効果的に共有できる
4. 完全に没頭し、仲間と積極的

に関わり合う
5. チーム全員の成長と目標達

成に大きく貢献する姿勢を示
す

6. ～7.自身の役割を超えたサポ
ートや新しい知見の提供によ
り、チームに一体感をもたらし
ている

1. 対話で明らかにした不
足知見を補完している

2. 個人で行う努力が見ら
れる。

3. 共有する

4. 高い関心と意欲を示す
5. 自分自身の役割を果

たしつつ、仲間の成長
にも配慮している

6. ～7.チームの成果に
貢献しているが、改善
の余地がある部分も
見られる

1. 補完する意識が
ある

2. 不十分である

3. 限定的である

4. 自己中心的な行
動が見られる

5. 意識が薄い
6. ～7.自分の役割

をこなすことが
優先され、チー
ム全体への影
響が限られてい
る

1. 補完に対する意
識が乏しい

2. 行わない

3. ほとんど行わな
い

4. 意欲が低い
5. 薄い

6. 欠如している
7. 連携はほとんど

無く、チーム成果
に貢献できてい
ない

1. チームで不足してい
る知見

2. 個人での調査や可
視化作業

3. オンラインミーティン
グ等での共有

4. チームでの協働作業
5. 仲間やチームの成

長に対する関心
6. 協働への参加意識

や責任感
7. 他者との連携の程度

と成果への貢献の程
度

４ 優３ 良２ 可検討項目 1 改善が必要

1. 明確で具体的な痛み（課
題の源）に共感している

2. 社会（企業）に刺さる価
値につなげている

3. ～4. 受け手が腹落ちし
て、速やかな行動につな
がる実現可能なナラティ
ブ（物語）となっている。

1. 具体的であり、特定の痛
み（課題の源）に対する
理解が示されている

2. つながる可能性が高い
3. 実現可能性も考慮されて

いる
4. 行動に移すための説得

力が不足している

1. ある程度具体的だが、
依然として抽象的な部
分が残る

2. ～3. つながる可能性
があるが、具体性や実
現可能性に欠ける

4. 聞き手に対して行動を
促す力が弱い

1. 抽象的すぎで、
粒度も荒い

2. つながってい
ない

3. 考慮されてい
ない

4. なっていない

1. 問いの設定
2. 問いの提示案と社会

価値（企業価値）創造
のつながり

3. 問いの創造度と、実現
可能性

4. 聞き手が行動に移そう
と思える提案か？

使
用
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
型
の
評
価
表
（
表
）



令和３年度「DX等成⻑分野を中⼼とした就職・転職⽀援のためのリカレント教育推進事業」企画提案書（Ⅰ︓DXリテラシー）(P23)令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P23) 様式３（別紙１）

教育プログラムの適切な評価方法・体制の整備（②-2 マイスターコース数値評価ルーブリック）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

フェーズ２

事前準備した「個人の問い」は、参加者により大きく異なる。それらをたたき台にして、対話により、「一つのチーム課題」へまとめ、目的設定し、
解決先に至るには葛藤（修羅場）経験を経る必要がある。自組織から越境した場での葛藤の壁を克服する過程をチームとして評価する。

３. チームの課題形成における葛藤（修羅場）の乗
り越え方（チーム評価 ③）、重み×2.5、満点１０

大学で記載します このシートは 1/29 最終日の評価用です
①持参した
「問い」のタイ
トル

大学で記載します
③自組織への報
告のタイトル

大学で記載します
②チーム課
題のタイトル

越境した場で、
異質な他者
との協働によ
り、最終成果
の発表に達
するまでに超
えた葛藤（障
壁）の様子

4-1 批判的
思考（個人評
価 ④-1）－
分析に関係
する、○ で
囲む、重み
×１、満点４

4-2 創造的
思考（個人評
価 ④-2）--生
産に関係す
る、○ で囲
む、重み×１、
満点４

4-3 効果的
対人力（個人
評価 ④-3）、
○ で囲む、
重み×１、満
点４

A+B 1/29 総合得点
総計（満点５８ ） 点

B 1/29 チーム評価
総計（満点 ４２） 点

A 1/29 個人評価
総計（満点１６） 点

はい いいえ
５.  推薦： 「自組織にほしい
人財」ですか？ ○で囲む

４ 優３ 良２ 可１ 改善が必要

1. 複雑な話の前提と結論を明確に特定し、科学的根拠に
基づいて確率・統計を活用した分析ができる。

2. 複数の選択肢やトレードオフを十分に考慮し、最適な意
思決定を実行に移し、成果を生み出す。

2と4

の間

1. おおむね正確に前提と結論を特定し、科学的根拠と
データを活用して実行に役立つ判断ができる。

2. 選択肢やトレードオフも概ね考え、バランスの取れた
意思決定ができるが、一部に改善の余地がある。

1. 前提や結論の特定が不十分で、科学的根拠
やデータを活用できない。

2. トレードオフや選択肢を考えず、意思決定に
誤りが多く、業務成果に重大な支障をきたす。

４ 優３ 良２ 可１ 改善が必要

1. 情報に基づいて正確な仮説や推測を構築し、データの可
視化と分析を通じて生産性向上に貢献できる。

2. 再現性を考え、改善に取組み、「正反対の立場」から新し
い方法を創出できる。さらに、経験則や類似性を活用し
て発生する問題を最適に解決することができる。

2と4

の間

1. 仮説や推測に一部誤りが見られ、データ分析の
精度や生産性向上の影響が限定的である。

2. 再現性や「正反対の立場」から十分に考慮できて
おらず、経験則や類似性の活用も限られており、
問題解決に偏りがある。

1. 仮説や推測が不十分で、データ分析や生産
性向上への寄与が見られない。

2. 再現性や「正反対の立場」の考慮がなく、新
しい方法の提案や実行が困難。経験則や類
似性も活用されず、問題解決に大きな支障
が出る。

４ 優３ 良２ 可１ 改善が必要

1. 聴衆に合わせて明確に表現し、言語・非言語の
伝達を効果的に活用できる。

2. 他者の意思決定を促しながら自信を持って意見
を提示し、不一致を調整して協力を引き出せる。

3. 強み・弱みを把握し、倫理的な問題にも対応しな
がら柔軟で開かれた姿勢で役割を果たせる。

2と4

の間

1. 表現に曖昧さがあり、聴衆に対する配慮が不足し
ている。

2. 言語・非言語の伝達の解釈に誤りがあり、他者の
意思決定を十分に促進できないことがある。

3. 強み・弱みの認識や倫理的な問題への対応も限
定的である。

1. 表現が不明確で、聴衆への配慮が欠けている。

2. 言語・非言語の伝達を活用できず、他者の意思決
定を促すこともできない。

3. 強み・弱みを認識できず、倫理的な問題にも対応
できない。役割遂行する柔軟さや開かれた姿勢が
欠けている。

４ 優３ 良２ 可１ 改善が必要検討項目

1. ～2. 葛藤を積極的に認識し、全員で
解決策を模索した。問題解決に向け
た具体的な行動を取った。

3. チーム全体が共通の課題を明確に
理解し、協力して取り組んだ。メンバ
ー間の信頼関係が強い。

4. ～5. 各メンバーが自らの成長を実感
し、次のステップに進む意欲を持つ。

1. ～2. 葛藤を認識し、解決に向けた努力が
あったが、全員が参加できなかった。

3. チームの課題は理解されていたが、協力
が不十分だった。信頼関係はあったが、
強くはなかった。

4. 成長を感じる部分があったが、全員ではな
い

5. 一部のメンバーは次への意欲を示す

1. 葛藤はある
2. 具体的な行動が少ない
3. 課題が曖昧で、協力が

ほぼなく、信頼関係も薄
い

4. 成長を感じることが少な
い

5. 意欲が薄い

1. 葛藤を無視する
2. 行動が全くない
3. 全く理解されず、

協力なし
4. 全く感じられない
5. 意欲が無い

1. 葛藤への対応
2. 問題解決への行

動
3. チームの課題への

理解と協力
4. 個人の成長
5. 次のステップへの

意欲

使
用
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
型
の
評
価
表
（
裏
）



令和３年度「DX等成⻑分野を中⼼とした就職・転職⽀援のためのリカレント教育推進事業」企画提案書（Ⅰ︓DXリテラシー）(P24)令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P24) 様式３（別紙１）

教育プログラムの適切な評価方法・体制の整備（③ マイスターコース 総合評価の基準）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

フェーズ２
今年度使用した「おおいた共創士マイスター認証」の評価項目と点数一覧。下記の⓪〜③の項目を複合して評価している。

⓪これをやったら⼀発アウトのボトムライン（ノックアウト）項目
①評価者が⾃組織に欲しい⼈財か否かの推薦可能性
②ルーブリック数値評価
③チーム課題解決策を⾃社の時要旨に報告して上司のコメントなどのレポート提出

ボトムライン項目例

• 気分に左右されや
すく、脈略もなく
周囲に当たったり、
激昂する。

• 部下を管理する
「徳・誠実さ」に
著しく⽋ける。プ
レイヤーから管理
者に昇格した場合、
優秀で成果を出せ
ても「部下を持つ
とモンスター上司
に豹変する」恐れ
が⾼い。

など

1人の受講者を６人
の評価者が採点して
いる。

① ③

個人満点
（満点52）

チーム
（満点48）

1 保険会社 該当しない 5/6 39.7 43.2 〇
2 金融機関 該当しない 6/6 39.0 43.2 〇
3 金融機関 該当しない 6/6 39.8 43.2 〇
4 半導体企業 該当しない 6/6 39.3 43.2 〇
5 ※福祉施設運営 該当しない 6/6 39.3 42.8 〇
6 保険会社 該当しない 6/6 32.8 41.4 〇 欠席１回
7 不動産会社 該当しない 5/6 35.0 42.8 〇
8 福祉施設運営 該当しない 5/6 35.0 42.8 〇
9 ⾃治体 該当しない 6/6 40.5 44.9 〇
10 ※市⺠団体 該当しない 6/6 41.0 44.9 〇
11 金融機関 該当しない 6/6 40.7 44.9 〇

平均点 38.4 43.4
満点の7割 36.4点 33.6点

上司ヘ報告
した際の様
子レポート

人
課題班

組織
課題班

地域
課題班

（注）※印は、個人申し込み。

人 班 所属組織

⓪ボトムライ
ン項目（一つ
でも該当しな
いこと）

②

備考
推薦

評価者６人の平均値受
講
者

⾏政機関



令和３年度「DX等成⻑分野を中⼼とした就職・転職⽀援のためのリカレント教育推進事業」企画提案書（Ⅰ︓DXリテラシー）(P25)令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P25) 様式３（別紙１）

教育プログラムの適切な評価方法・体制の整備（④ マイスターコース 認証者決定手順）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

フェーズ２

項目番号 12月11日 12月18日 1月15日 1月29日 計

個人評価⓪

個人評価① 3 3 3 4 13

個人評価④-1 3 3 3 4 13

個人評価④-2 3 3 3 4 13

個人評価④-3 3 3 3 4 13

チーム評価② 32 32

チーム評価③ 2 2 2 10 16

計 14 14 14 58 100

実際には、伴走者8名、PF、渡邉教授：平均値を利用

52

48

合否協議

チ
ー
ム
の

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
評
価

目
的
変
数

0 個人の能力評価 高い
説明変数

高
い

合格候補
可能性高い

合否協議
Low Performer
High Potential

High Performer

Low Potential

不
合
格

おおいた共創⼠マイスター認証の候補者選定のやり方と評価体制

（b）伴走者③番によるDさんの最高得点例
（c）マイスター認証候補者の数値判定例：個人評価
（横軸）とチーム評価（縦軸）のプロットから判断

（a）グループワークの
チーム構成例

認証者の選定を異なる関係者で実施
1回目︓9名の伴走者（⾦融機関と⾏政機関）との協議
2回目︓リカレント教育プログラムワーキングの産官
学からなるプラットフォーム構成員

受講者が自組織へ
成果報告実施

組織からの感想・
コメント受理

2/12まで

大分大学

リカレント教育プログラ
ム委員会

報告

日程調整 推薦
全員の評価点

集計・分析
①作成 2/14 まで

評価者選考会議
マイスター認証者

候補を選定
2025/2/18

最終回 1/29

評価集計

スタート
おおいた地域連携プラットフォーム

リカレント教育プログラムワーキン
ググループ協議： 認証会議

2025/2//26

下記④



令和３年度「DX等成⻑分野を中⼼とした就職・転職⽀援のためのリカレント教育推進事業」企画提案書（Ⅰ︓DXリテラシー）(P26)令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P26) 様式３（別紙１）

教育プログラムの適切な評価方法・体制の整備（⑤ マイスターコース デジタルバッジ認証）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

フェーズ２

「おおいた共創⼠マイスター認証書」とそのデジタルバッジ

図.「おおいた共創⼠マイスター認証書」の⾒本。授与するデジタルバッジをデザインに組み込んでいる。裏面には、本教育プログラムを実施し
た時代を反映した「学び」の不可⽋性、本プログラムで目指したリーダー育成像、本プログラムにおける「学び」の量について、外国⼈社員も念
頭に日本語と英語で説明している。デジタルバッジは授与者の名刺に印刷したり、証書は所属組織に掲示することで「学び⽀援」の組織であるこ
とを組織以外の方に広報できるように促している。おおいた地域連携プラットホームのホームページでも、認証者とその所属組織名を公開し、⼈
的資本経営（学び⽀援）に熱⼼な組織であることを謳う。



令和３年度「DX等成⻑分野を中⼼とした就職・転職⽀援のためのリカレント教育推進事業」企画提案書（Ⅰ︓DXリテラシー）(P27)令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P27) 様式３（別紙１）

教育プログラムの適切な評価方法・体制の整備（⑥ トライアルコース 評価と体制）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学
事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカ

レント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

フェーズ２

＋
汎用的能力科目

数千科目（推奨68科目）から
2～3科目選択受講

職種別推奨科目を用意
①経営層向け  ②リーダー社員層向け
③新入社員向け ④技術系社員向け
⑤営業系社員向け

Schoo社の教育用動画配信

専門導入科目
大学教養課程レベル5科目
（10～15時間/科目）から

1科目の2時間～15時間受講

大分県内の大学教員作成

構成

トライアルコース ： オンデマンド講座の受講のみ 11月～1月

評価 ： Schoo社のLMSで受講管理 大分大学 LMS(Moodle)で修了バッジを自動発行
定期的にコーディネーターが、36人の受講者の「学び」状況をLMSで確認し、受講の進捗状況に応じてアドバイスした。

受講後のアンケートによるプログラム設計への振り返り n = 27

「満足」、「やや満足」が９０％修了後の満足度
８０％が希望と回答修了バッジの取得希望
９０％が必要と回答社会⼈リカレントの必要性

6０％がステップアップしたいと回答今後より深い学び（マイスター
コース）を希望するか

７０％が現⾏業務、３０％が将来への⼈間⼒
向上も含む受講目的

８０％がオンデマンド、２０％が講義へオン
ライン参加を希望受講方法の希望

当初の目論見通り、もっと勉強したいとの声
が生れている。来年度は希望に応え、より
長くて深い学びへのしくみを準備する予定。

修了率７５ ％
（修了者２７名/申込者３６名）



令和３年度「DX等成⻑分野を中⼼とした就職・転職⽀援のためのリカレント教育推進事業」企画提案書（Ⅰ︓DXリテラシー）(P28)令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P28) 様式３（別紙１）

企業側における環境整備の促進（① 共有項目）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

フェーズ２

経営者ご自身のリカレント教育に対する情報 n = 24社

59 % が「やや高い」以上の興味を持つリカレント教育への興味

経営学などの専門分野と難易度中級レベルを希望興味分野と難易度

月４時間、対面方式の希望が多い
興味分野なら月に半日程度の受講（対面可）ニー
ズ確認

参加時期と方法

年 3 ～ 5 万円の希望が 64 % と最大
受講費用(1万円～30万円ま
での選択肢)

時間制約を理由としている方が 45 % と最大
リカレント教育に興味がな
い理由

83 % の経営者が受講経験が無いと返答実際に受講した経験

社員のリカレント教育に対する経営者の考え n = 24社

59 % が「やや高い」以上の興味を持つリカレント教育への興味

7 1% が受講させた経験が無いと返答実際に受講させた経験

専門分野の必要性 91 % が必要と返答
汎用能力分野の必要性 87 % が必要と返答

業務に関係した専門分野
と汎用能力分野の必要性

能力管理は、100 % が必要と返答
管理人材は、96 % が不足していると返答

社員の能力管理の必要性
と管理人材の必要性

82 % が必要と返答教育のための環境整備

学習意欲喚起の仕組みは、100 % が必要と返答
受講後の能力定着は、72 % が必要と返答

学習意欲喚起の仕組みと
受講後の定着

64 % が認めない（自己投資であるべきとの理由）
36 % は認める（会社規模との相関はなく、経営者の
方針による）

業務に関係しない科目を
勤務時間内での受講を認
めるか

専門分野、汎用的能力分野ともに月に半日ほどの時間
をかけて強化・アップデートが必要と考えられている。実
施する場合、レベルは中程度、方式はオンデマンド・オ
ンラインで 50 % を超える

専門分野の能力と汎用的
能力の必要性・難易度と
時間

今年度の社会⼈リカレント教育は、①おおいたLSIクラスター（約150社）と、②その他の地域の中小企業を対象として展開した。実際には、49名
の受講者（トライアルコース36名、マイスターコース13名）とマイスターコースの伴走者9名（⾦融機関5名と⾏政機関4名）が、講座に関与する規
模で展開した。

1.「企業側リカレント教育に関する取組状況」に関するプラットフォーム内での共有について

約150社のおおいたLSIクラスターの経営者に対してアンケート
（2024/10月）を実施し、その分析結果をLSIクラスターとプラット
フォームに共有した。アンケートの内容は、①経営者⾃身のリカレント
に対する状況と、②従業員のリカレント教育に対する状況を知ることを
目的とし、回答者は①と②共に経営者が回答する形式とした。プラット
フォーム内で共有した⼀部を次表に示す。

課題
• 就業時間内に業務として社員のリカレント教育受講を推進する経営者を増やすことが鍵である。
• 興味を持つ経営者には、お試しコース的な一度体験する機会と場の提供、および受講内容の選択枝が有効。
• 興味を持たない経営者には、時間制約を理由としていることから、オンデマンド講座が有効。また、経営者仲間の成功体験（受講体験）を直接聞く場

づくりも有効。



令和３年度「DX等成⻑分野を中⼼とした就職・転職⽀援のためのリカレント教育推進事業」企画提案書（Ⅰ︓DXリテラシー）(P29)令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P29) 様式３（別紙１）

企業側における環境整備の促進（② 企業への指針総合評価）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学
事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じた

リカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

フェーズ２

アンケートをきっかけとしたリカレント教育支援に必要な自社用の指針を考えてもらう

組織としてのリカレント教育の目的を言葉で文面化してますか？

企
画

組織の目的に沿った受講者を計画的に選定してますか？

リカレント教育受講者（学習者）に組織が考えている職務上の目的と意図を教育して
いますか？

リカレント教育受講者（学習者）に組織が考えている受講後の業務上の役割・業務を
伝えています？

組織の現状と組織の目的との乖離状態を受講者に理解させ、乖離克服のためにリカレ
ント教育へ業務時間中に受講させているていることを受講者に理解させていますか？

実
行

組織の目的達成の施策としてリカレント教育内容を活かそうと考えていますか？

受講後の学びの達成レベルを受講者に対して規定していますか？

最後までやる抜ける学び環境の整備（勤務時間内受講、期初・期中・終了直後のメン
ター1 on 1面談など）をしてますか？

経営者も含め組織全員の能力を数値化して整理していますか（スキルマップ、タレン
トマネジメントなど）？

検
証

リカレント教育での学びの成功指標と、その計測方法を明確にしてますか？

リカレント教育により社員個々人の働きがい（生きがい・幸福度）を高めるを活かす
方針を明文化していますか（可能であれば人的資本経営の視点から）？

受講した社員の「学びの履歴」をデジタル記録し、本業での成長の度合いとの相関の
見える化を通じ、組織の業績最大化に活かされていますか？

リカレント教育で一定の成績を収めた受講者を組織として表彰し、それを組織内と組
織外（社会や学生）に見える化していますか（人的資本データとして開示）？

広
報

2.「企業側の環境整備に関する指針の明示」について

オンデマンド講座の配信が終了し、同時に、マイ
スターコースの対面グループワークが終了した
2025/3月上旬に、左表の「指針づくりの問いかけ」
を試作した。ここで標記している内容は、先⾏して
いるリスキリング導入企業で採用されている仕組み
を参考とし、経営者向けのアンケート形式として作
成している。リスキリング、リカレント教育などを
体験したことが無い経営者に「無理強いされてい
る」との感覚を与える訴求では遮断されてしまうと
考えた。このため「気づいたら興味がわいていた」
という”好感認知”を作り出すために、来年度初頭に、
アンケートをきっかけとした「リカレント教育推進
に必要な自社用の指針」を考えてもらうこととした。
おおいたLSIクラスターなどの企業経営者に対して実
施予定である。

表. 社会人リカレント教育を実施する際に経営者が行動すべき事項をアンケート形式で表
現した「指針づくりの問いかけ」（2025/4月以降におおいたLSIクラスター企業に配信）



令和３年度「DX等成⻑分野を中⼼とした就職・転職⽀援のためのリカレント教育推進事業」企画提案書（Ⅰ︓DXリテラシー）(P30)令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P30) 様式３（別紙１）

経営者層をターゲットにしたリカレント教育プログラム開発（① マイスターコース）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学
事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育

プラットフォーム構築⽀援事業」

フェーズ２

図.「マイスターコース」オンデマンド（汎用的能力科目
Schoo社の講座）の経営者推奨講座（赤点線枠）

図.「マイスターコース」オンデマンド（専門基礎科
目、大学教員作成）のLMS(Moodle)に経営者層も参加
できる仕組み

“マイスターコース”における経営層をターゲットにした教育プログラム開発

1. 汎用的能⼒科目（Schoo社）に経営者推奨「学び」動機づ
け講座を設定した（右上図）。

2. 大学教員による専門導入科目を管理しているLMSに受講者
の上司が入室して受講者の受講状況を追跡できるように設
定した（右下図）。

45時間ほどのオ
ンデマンド講座
（e-Learning）
について

1. 経営者層も受講者として参加できるように設定した。実際
に、13名の受講申し込み者（今後のリーダー候補者）の中
で１⼈の取締役代表者が参加した。

2. 受講者の成果を、受講者の上司（経営層）に報告する設定
とした。これにより経営者側は、受講者の学びの内容と効
果について触れることになる。

3. 11名の受講者の対面グループワークには、⾦融機関と⾏政
機関の役職者9名が、伴走者として参加する体制にした。
これにより、伴走者（役職者）も学びの様子を直接触れる
こととなる。伴走者⾃身のリカレント教育にもなることを
狙った。

対面での⼀週間
前後のグループ
ワーク科目につ
いて

R６年度実施プログラム：①マイスターコース、②トライアルコースの２種を実施した



令和３年度「DX等成⻑分野を中⼼とした就職・転職⽀援のためのリカレント教育推進事業」企画提案書（Ⅰ︓DXリテラシー）(P31)令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P31) 様式３（別紙１）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

フェーズ２

図.「トライアルコース」オンデマンド（汎用的能力科目Schoo
社の講座）の経営者推奨講座（赤点線枠）

経営者層をターゲットにしたリカレント教育プログラム開発（②-1 トライアルコース）

“トライアルコース”における経営者をターゲットにした教育プログラム開発

経営者向け推奨講座をオンデマンド科目の中に設定した（右図と次ページ） 。
1. 科目分野の設定方法

Step 1︓
⺠間教育動画サイト（Schoo社）から受講科目候補の提示を受け、大分県
LSIクラスター形成推進会議の意⾒を集約して経営者向け科目のコンテンツを
選定した。（2024/8）。
Step 2︓
2024/10に、LSIクラスターの経営者向けアンケートを実施し、会員の必要性
の承認を経て、経営者向け推奨科目を決定した。（2024/11に開講）

２. 経営者向け推奨講座の具体的内容（次ページ参照）
DX、GX、AI、ChatGPTなどの技術的分野（基礎レベル）、会社の価値指標、会
計、経営学などの経営分野、組織・マーケティングなど。

3. 提供内容の周知方法
方法1︓
大分県LSIクラスター形成推進会議の全会員（経営層含む）向けにクラスター
事務局から既存連絡網を使いR６年度のリカレント教育プログラムの内容を発
信。
方法2︓
LSIクラスター内の⼈材育成部会のイノベーション部会で利用について協議し、
R７年度の積極利用（予算準備）を⾏うこととなった。

4. まとめ
トライアルコースは、汎用的能⼒科目（⺠間教育企業の講座）と専門導入科

目（大分の大学教員作成の講座）から構成されている。双方共にオンデマンド
形式で提供し、時間制約が多い就業者（経営者含む）が利用しやすい受講環境
とした。



令和３年度「DX等成⻑分野を中⼼とした就職・転職⽀援のためのリカレント教育推進事業」企画提案書（Ⅰ︓DXリテラシー）(P32)令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P32) 様式３（別紙１）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

フェーズ２経営者層をターゲットにしたリカレント教育プログラム開発（②-2 トライアルコース）

動画 ID時間/分授業タイトルコースタイトル

1064260第1回 生成AI導入の方法事例で学ぶ生成AIの導入と活用

経
営
者
向
け

推
奨

１

1005660第1回 GX推進のカギとなるグリーン・リスキリング持続可能社会で生きるための初めの一歩２

829720第2回 会社の価値指標を知る 時価総額・のれん会計を通してみる企業価値と社会の動向３

829825第3回 会社の価値指標を知る PBR・ROE会計を通してみる企業価値と社会の動向４

829930第4回 会計を通じて社会の見方や動向を知る会計を通してみる企業価値と社会の動向５

775275
第１回 いまさら聞けない「AI入門」〜仕事が奪われる前に相
手を知る〜

いまさら聞けない「AI入門」〜仕事が奪われる前
に相手を知る〜

６

1031340第7回 ChatGPTにデータ分析を助けてもらおうその作業はAIにやらせてみよう７

1060940
第22回 マーケティングとchatGPT-マーケティング思考で分
析力を高める

その作業はAIにやらせてみよう８

902580
第5回 デザイン思考プロジェクトー組織でデザイン思考を使
うには

超解説「デザイン思考」－不確実性の時代にチ
ームで成果を出す

９

804715第1回 会計の基礎的事項の確認会計を通してみる企業価値と社会の動向
経
営
者
向
け
そ
の
他

１０

1098260第1回 DXをイチから理解して説明できるいまさら聞けない「DX入門」１１

315360
第3回 組織を学問する「経営学」のキホン -モチベーションと
組織-

組織を学問する「経営学」のキホン１２

315260第2回 組織を学問する「経営学」のキホン -理念と戦略-組織を学問する「経営学」のキホン１３

28260第1回 経営戦略論・フレームワーク思考入門経営戦略論・フレームワーク思考入門１４

トライアルコース－“汎用的能力科目” 経営者向け



機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応え
る産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P33) 様式３（別紙１）

地域におけるリカレント教育推進に向けた取組の普及啓発
（① 京都リカレントサミット参加 2024/8/19）

下表に示すように、京都学びフェスタ2024「リカレントサミッ
ト」（京都府 ⻄脇知事主催、2024/8/19）にzoomオンラインで
大分地域から参加した。参加に右図の概要を事前送信し、これが
主催者側に使用された。



機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官
連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P34) 様式３（別紙１）

地域におけるリカレント教育推進に向けた取組の普及啓発（② リカレントプログラムの募集チラシによる普及啓発2024/8/19）

2024/09から開講する受講者募集チラシに、「社会人リカレント教育」の普及につながるキャッチを組み込んでチラシを配付
（郵送、電子メール添付）した。



機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P35) 様式３（別紙１）

地域におけるリカレント教育推進に向けた取組の普及啓発（③ 新聞チラシ：トライアルコース受講者募集、シンポジウム参加者募集）

新聞でもリカレン教育トプログラム受講者の募集を実施した。社会人リカレント教育に参加する意味が伝わるようなキャッチフレー
ズを組み込んだ。

大分合同新聞2024/08/28掲載大分合同新聞2024/08/21掲載



機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学
官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P36) 様式３（別紙１）

本年度の社会⼈リカレント教育活動の広報と振返りのためのシンポジウ
ムを2025年3月3日に左図の募集チラシの流れで実施した。対面参加者数
87名、zoom オンライン参加者数 59 名､参加総数146名の規模であった。

地域におけるリカレント教育推進に向けた取組の普及啓発 （ ④-1 成果を訴求するシンポジウム実施 2025/03/03）

大分合同新聞2025/02/21掲載



令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P37) 様式３（別紙１）

地域におけるリカレント教育推進に向けた取組の普及啓発 （④-2 成果を訴求するシンポジウム実施 2025/03/03）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」



令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P38) 様式３（別紙１）

シンポジウム参加者のアンケート結果

地域におけるリカレント教育推進に向けた取組の普及啓発 （④-3 成果を訴求するシンポジウム実施 2025/03/03）

シンポジウムのテレビ報道

TBS NEWS DIG
https://newsdig.tbs.co.jp/articles/gallery/1764558?utm_source=news.
yahoo.co.jp&utm_medium=referral&utm_campaign=partnerLink&ex
_position=photo&ex_id=1764558&image=2#goog_rewarded
2025/03/04

OBS大分放送 3/3(月) 18:14配信

大分大学で社会⼈の学び直し、リカレント教育のプログ
ラムを修了した⼈に「おおいた共創⼠マイスター」の認
定証が授与されました。

【写真を⾒る】社会⼈の学び直し、リカレント教育のプ
ログラム修了者にマイスター認定証 大分

3日のシンポジウムでは⼈手不足が深刻化する中、⼈材
を最大限活用するため社会⼈の学び直しの重要性が強調
されました。

大分大学のおおいた地域連携プラットフォームは今年度
2つのリカレント教育プログラムを開講。このうち、
リーダー育成を目的にしたコースを修了した「おおいた
共創⼠マイスター」11⼈に認定証が授与されました。

マイスターコースでは45時間程度オンデマンドで科目受
講するほか、課題解決型のグループワークも⾏います。
社会⼈の学びを進めることで社会の変化に対応できる⼈
材の育成が進められています。

https://news.yahoo.co.jp/articles/910a972b472b85fda8f4
897d6d74de53d88eab1c

43.4 %
大いに感じた

あまり感じなかった
全く感じなかった
その他

52.6 %
やや感じた

設問︓
本シンポジウムに参加してリ
カレント教育を受けたい（受
けさせたい）とお感じになり
ましたか︖ n = 76

⾃由記述
• 企業の中だけではなく、県内での人材育成は今後の為に大変有益だと感

じました。
• 日々の業務がある中で、マイスター認証を受けた１１名の方は素晴らし

いと思います。私⾃身５０代半ばの身ですが、生涯の取組みとしてリカ
レントに挑戦したいと考えています。成果発表でもありましたが、楽し
く継続できる課題を⾒つけていきたいと感じました。

• 堀内社⻑からの社内教育についてのご講演は大変参考になりました。企
業として再度このような⼈材育成をしたいか考え、この度のリカレント
の枠組みを活用できるか考えて参りたいと思いました。

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

全体として、リカレント教育の重要性やそ
の実施に向けた具体的な提案、企業の役割に
ついての意⾒が多く寄せられ、参加者の学び
や感動が伝わる内容となっています。



機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P39) 様式３（別紙１）

地域におけるリカレント教育推進に向けた取組の普及啓発 （⑤ 困った時の支援システム）

受講者のアフターフォロー拠点
受講者派遣企業や受講者等が⾃社の課題解決において、

リカレント 教育受講の成果を引き出すため、県内の地
場⾦融機関（大分銀⾏、豊和銀⾏、大分信用⾦庫、大分
みらい信用⾦庫）の相談窓⼝や場所を設定し、アフター
フォローの体制として活用する。
例）大分銀⾏の相談場所「ビジカム（日岡⽀店・津留⽀
店・萩原⽀店2階、bctb＠oitabank.co.jp） 」の活用

地場のＩＴ企業㈱オーイーシーも常駐し、社員等によ
る「ＩＣＴ・ＤＸ」領域の実装⽀援も可能。

⾦融機関のアフターフォローの構築
• 成果を事業化する支援
各⾦融機関を始め事業参加機関の施設を活用予定

おおいた共創士マイスター2024 認証者の成果︓事業化案

活
用

今
回
の
チ
ー
ム
活
動
で
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
化
の
案
が
生
れ
て
い
る

LMS 上の「おしゃべりカフェ」
お困りごと相談の場

絆が深まり

高校生が参加した地域コミュニティーの継続活
動に”お⾦のめぐり”を計画し持続性を高める



取組の年間実績
令和６年度

令和２年度「就職・転職⽀援のための大学リカレント教育推進事業（就職・転職⽀援のためのリカレント教育プログラムの開発・実施）」企画提案書（a︓求職⽀援）(P40)令和５年度「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」実績報告書(P40) 様式３（別紙１）

機関名︓ 国⽴大学法⼈大分大学 事業名︓大分大学「地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築⽀援事業」

3月2月1月12月11月10月9月6, 7, 8月4, 5月
動画内容確認

LMS に最適設定、CBT, 
履修バッジ⾃動発⾏設定等

Schoo社と契約交渉

LSIクラスター経営者
アンケート

受講者募集

リカレント支援に必要な「自社用の指針」へと誘
導するアンケート案の試作。2025/04に実施

マイスター申込み
者へ受講説明

伴走者依頼
フォローアップ依頼

伴走者へ説明 大学教員提供
科目の追加

コーディネー
ター着任

コーディネー
ター公募

LSIクラスター
研究⽀援者派

遣依頼
研究⽀援者

配置

シンポジウム
参加者146名
アンケート

7/18 8/6,7                                                                   11/22

7/25 8/6                                                                                               12/3 2/26

︓大分大学のリカレント教育プログラム委員会、 ︓おおいた地域連携プラットフォームのリカレント教育ブログラムWG委員会
︓他組織との情報共有 ︓おおいた地域連携プラットフォームの部会（教育プログラム開発部会で協議）
︓新聞広報、TV など

京都学びフェスタ2024 8/19                                        三重大学リカレント訪問 11/13                  岩手県リカレント成果報告会発表 2/6 2/26
奈良国立大
学機構来学

9/4                       10/1   10/29              11/7,,8         11/26 2/10              2/28

マイスターコース
オンデマンド配信期間

４５時間受講

トライアルコース
オンデマンド配信期間

5時間以上受講

対面
参加判定

マイスター対面講義
12/11、12/18、1/15、
1/29、⾃主的な時間外
チーム活動実施対面活動の宿

題実施

⾃
組
織
へ
の

報
告
と
評
価

3/

3

成
果
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

マ
イ
ス
タ
ー
授
与
式

マイスター
評価選定会議

2/18

マイスター
認証会議

2/26

新聞広報 8/21, 28                                                                                                                     2/21                 3/3 TV

トライアル申込
み者へ受講説明

「学びの記録」
様式設定


